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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
3 * 1 2 1 3 2 2 4 3 7 10 0 2 0 0
12 0 0 0 0 5 0 0 2 1 2 3 0 0 0 0
13 0 0 0 1 6 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0
14 * 0 3 8 16 1 1 2 2 4 6 1 3 4 0
16 * 0 0 5 8 1 2 0 1 4 5 0 2 0 1
17 * 0 0 8 16 3 6 1 4 3 7 0 4 1 1
23 0 1 3 2 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
25 * 3 8 1 1 3 4 2 4 2 6 0 2 0 0
32 0 0 2 2 3 0 0 0 2 1 3 1 0 0 0
77 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 1 2 7 4 6 2 1 2 3 1 8 0 0
13 * 0 0 2 10 2 2 3 4 6 10 2 1 0 0
14 * 0 0 0 2 0 0 0 1 2 3 1 1 1 1
18 0 3 6 0 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
19 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0
22 0 1 3 0 3 0 0 3 2 1 3 2 1 0 0
24 * 5 14 2 8 5 5 1 1 3 4 1 2 0 0
25 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0
32 * 0 0 9 12 4 5 4 5 8 13 0 1 0 2
53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

大阪大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト
勝ち点 1 勝ち点 0

試合ＮＯ 201

84 74

敗チーム

甲南大学

男子

戦評

【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦初日、好ゲームが予想される昨年5位の甲南大学と6位の大阪大学の試合で幕を開け
た。出だしは大阪大が3Pシュートを中心に一気に流れを掴むが、甲南大がタイムアウト後に、#24藤井を中心に得点を重ね、主導
権を簡単には譲らない。後半、#24藤井を中心に積極的にゴールへ攻め込む甲南大の猛追により、大阪大は第4ピリオド一時逆
転を許すも、5人が連動した守備からの速攻で再び逆転した後、点差を広げ勝利を決めた。リーグ初戦ということもあり、両者気迫
のこもったプレイが随所に見て取れる好ゲームであった。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、先制は大阪大#17飛田のインサイドプレイから。続いて大阪大が#14長谷、#25髙木の3Pシュートで一気に9-0とし、
勢いに乗る。一方、甲南大は果敢にゴール下まで攻め込むが、シュートがなかなかきまらず、点差を離されていく。残り4分、大阪
大#14長谷のドライブインによる得点で17-3となったところで、甲南大たまらずタイムアウト。しかし、このタイムアウトで流れを引き
戻した甲南大が#24藤井の3Pシュート、#14景山のスティールなどで反撃。第1ピリオドは22-16、大阪大6点リードで終わる。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、序盤はお互い一歩も譲らぬ攻防。甲南大は#24藤井を中心に、対する大阪大は#32平のゴール下、#16藤井のミド
ルシュートなどで得点を重ねていき、両者流れを譲らぬまま、時間が経過していき、残り3分、甲南大のタイムアウト。タイムアウト
後、甲南大#13武田のリバウンドを起点に点差を縮めようとするも、大阪大#14長谷のバスケットカウント#25髙木のフリースロー、3P
シュートで点差を引き離し、46-34と、大阪大12点リードで前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、大阪大#16藤井のゴール下、#14長谷の速攻で幕を開ける。甲南大は#24藤井の得点とアシストなどでくらいついて
いくが、大阪大#16藤井のミドルシュート、#14長谷の3Pシュートで点差をつめさせない。しかし、甲南大#32太田のドライブイン、速
攻、#18木村の3Pシュートで点差を5点まで縮め、一気に反撃に出る。そして、甲南大#24藤井がフリースロー3本を確実に決め、
ついに2点差としたところで、64-62で第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、開始早々、甲南大#2岩﨑のドライブインによる得点で同点とし、#24藤井の3Pシュートで逆転、この試合で始めて甲
南大がリードを奪う。対する大阪大は#17飛田の果敢なポストプレイで負けじと流れを譲らず、#16藤井の技ありのダブルクラッチ
シュートで1点差に詰めたところで、甲南大がタイムアウトをとる。タイムアウト後、流れを掴んだのは、大阪大。#17飛田の速攻で逆
転、#14長谷のミドルシュートなどで点差を7点とし、残り1分半、甲南大たまらずタイムアウト。その後、甲南大#24藤井の3Pシュート
で応戦するも、大阪大が、落ち着いてボールを回し、84-74で大阪大が勝利した。
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村上 雅人 7 30

長野 航平 3 9
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MIN

西岡 俊介 0 7

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

11 28

上野 亮佑 0 11

西野 祐希 2

0 -
-

高木 健輔 14 30

長谷 保範 17 31
藤井 遼

-

平 祥一 4 15

飛田 拓海 19 27
黒崎 穂高 7 9
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甲南大学
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Team / Coach: 太田　麗嗣

16

岩﨑 秀飛 8 38
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小栗 尚幸 3

木村 蓮 9
景山 瑛登 0
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武田 賢章 6 24
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合　　　計 74

0 -
0 - -


